第２部　加盟各校の紹介

広島観音高校山岳部

　高体連登山部発足以来加盟し，歴史と伝統あるクラブである。毎年部員不足に悩まされながらも活動している。今年度は女子が４名入部し，将来楽しみである。部員不足の影響でここ４年間は中国大会に３年生が出場している。１年次より３年連続で出場した生徒も２名いた。

　観音高校山岳部の特色は夏合宿である。行き帰りに青春１８切符を使用するのである。当然時間はかかる。やることがないので顧問は朝から一杯ということもある。経費が安くつくのが利点であり，また，のんびりと列車の旅もなかなかいいものである。過去６年間でいえば１９９８年は，常念岳から表銀座を経て槍ヶ岳の予定だったが，雨風激しく東鎌尾根の手前で上高地方面へ降りた。１９９９年は八ヶ岳を南から登ったが，この年も雨が激しくまる１日キレット小屋キャンプ場で滞在する羽目になった。赤岳には登ったが，あまりの寒さに顧問はウイスキ－とビ－ルで体を温めた次第であった。予定通りの縦走はできなかった。それにしてもキレット小屋キャンプ場は水場の量は少ないし，おまけに濁っているという，最悪な場所であった。いまだになぜここがキヤンプ場なのか疑問である。また，この年は大学生のＯＢが４名，顧問のＯＢが１名参加し，総勢１３名というにぎやかな山行であった。２０００年は富山県の折立から雲の平，西鎌尾根から槍ヶ岳を経て新穂高温泉までというコ－スであった。午後から毎日のようににわか雨に遭ってしまった。特に鷲羽岳の頂上では落雷にあわないかと，冷や冷やしたものである。無理をして１日で三俣キヤンプ場から新穂高温泉まで降りるという無謀なことをしてしまった。新穂高温泉の無料風呂は夜遅くまで入れるという槍ヶ岳山荘の人の言葉を信じ，ひたすら温泉のことを考え，真っ暗の山中を歩き，着いたのが夜の１０時を過ぎていた。結局風呂は閉まっており，どっと疲れがでてしまった。途中かなり危なかった。事故がなくてよかったと，今思うとぞっとする。次の日は高山市内の河川敷で野宿も経験し印象に残る合宿であった。２００１年は他の学校と合同で韓国に遠征し，現地の人の暖かい歓迎を受け，楽しい交流を経験した。２００２年は上高地から奥穂高さらには焼岳にも登った。この年は稀にみる好天気で槍ヶ岳なども奥穂高の頂上からよく見えた。やはり晴男とかいるのであろうか。また，秘湯の湯であるト伝の湯にも浸かりよい思いをした。２００３年は中房温泉から表銀座コ－スで槍ヶ岳に登った。天気は雲っていたが，特に問題なし。途中合戦小屋でスイカを食べたとこまでは元気だったが，顧問は東鎌尾根ではバテバテ状態であった。

　この青春１８切符路線は前顧問の表，工，福川先生の時代に確立されたようである。合宿は確かにしんどく，引率する顧問の体力もそろそろ限界に近づくような気もするが，生徒にとっては一番の思い出となっているようである。

　日ごろの活動はランニング，歩荷訓練，大会前は計画書の作成などである。また，年に数回日帰り登山をしている。武田山から火山を経て己斐峠，柚木城山，鈴が峰までのコ－スと鉾取山から海田市駅まで，あるいは白木山をよく登っている。

　最近大学でも山岳部を続ける者が多い。修道大学，広島工業大学，福岡大学である。今後もこういう生徒が輩出することを期待したい。

（水野　敬一）

広島国泰寺高校山岳部
【山岳部の歴史】
広島国泰寺高校は，昭和44年４月の県高体連山岳スキー部登山班発足当初からの古参である。歴史を顧みれば，かつては学校独自の活動を主体として活発に活動していたようだが，近年は高体連の行事を中心とした活動となり，ごく最近は部員数の激減により，各大会参加もおぼつかなくなった。３人の顧問は山好きで，引率の山行にも気合いがみなぎっているが，生徒のほうは１パーティの４名を確保するのが困難になり，大会ごとにちがうメンバーで出場する結果となっている。パーティを組むことができた大会では，常に上位入賞をめざしている。平成１０年度の中国大会予選で準優勝したものの，平成１３年からは中国大会へも出場できず，とうてい上位への進出は実現できない状況にある。
古いクラブなので部室もクラブハウスの一等地を確保しており，大会後にグランドで活動している野球やサッカー部に遠慮しながら，テントやシュラフを乾かすのも楽しい仕事だ。部員さえそろえば，これほど充実した部はない。
【日頃の活動】
山を歩きたいのだがなかなか機会がなく，学校５日制になってからは，長期休業の削減などで，授業日数は実質的に増加し，学校を離れての活動は各種大会とその下見以外の活動はいよいよ困難となってきた。学校周囲のランニングや室内での活動ばかりである。
三学年の生徒たちが引退してからというもの実質的に部員の勧誘以外の活動は停止している。県立体育館にも近いので，クライミングボードを利用しての練習もたやすい位置にあり，交通の便利がいいので学校から気軽にどこへでも出て行くことはできるのだが，今は部員がいないので実現できていない。
昨年四月当初から新入部員の勧誘に全力をあげてきたが，来年は新入生を入部させ，すぐに活動を再開し，かつてのように生徒たちと積極的に山登り，スキー，海水浴，クライミングを楽しみたい。
本校で毎年，春休みの合宿は宮島の包浦キャンプ場で，盛大に実施している。３年生の卒業祝いをかねて，かなり古いOBたちも参加する。メニューは焼き肉バーベキューが定番で，懐かしい友と夜通し語り合っている。
【今後の活動目標】
まずは部員を確保できる魅力ある活動を創造する。大会出場のみならず，生徒たちに部活を楽しませる。生徒たちの心に残る活動をたくさん積み重ね，卒業後も，生涯にわたって登山が楽しめるよう，指導していきたい。
（亀井　郁夫）

広島皆実高校山岳部

２００２年度は１年生２名（男子）、２年生１人（女子）でスタートした。現段階の部員は３名である。今年度の活動の経過を述べてみたい。練習は週に１回はクライミングを取り入れた。後はひたすらランニングして体力をつけた。

１、地区総体（４月２７日（土）～２８日（日））恐羅漢山
生徒３名、教員２名で参加した。天気快晴。今回は下見なし。車を三段峡駅に置いて重い荷物を背負って縦走した。延々と三段峡の渓谷を歩く。牛小屋高原を目指す。着くと、出来たばかりのキャンプ場であった。生徒はテント泊。教員はログハウスで寝る。翌日恐羅漢山登頂。西中国山地の最高峰。水越峠に降りて内黒山を経由し三段峡駅を目指す。今回はメインザックでの縦走だったのでかなりハードであった。

２、県総体（６月１日（土）～２日（日））米田山・鉢ケ峰・鳴滝山
生徒の一人が体調を崩す。そのことが原因で結局不参加とした。川口先生は大会役員として参加した。

３、新入生歓迎登山（６月２２日（土））高岳～聖山
 生徒３名（プラス１名）教員３名（プラス２名）の合計９名で実施した。各クラスに案内し、新入生を一人でも多く参加してくれることを期待したのだが、結局参加したのは生徒の一人の妹と、教員のご子息であった。来年は今回に懲りず、工夫を練って新入生獲得したい。コースは素晴らしいものであった。聖湖に車を置き、高岳を登頂した。花房先生も得意のスケッチ。聖山を回って下山した。

４、月例登山（７月２７日（土））十方山
例年夏合宿に向けて猛暑の白木山で体力強化を図ったが、今回は十方山とした。参加は生徒３名、教員２名（プラス３名）。合計８名。前顧問の小池先生も参加して頂いた。さすが県北。白木山とは随分気温が低い。しかし高低差は白木山と差はなく、７００メートル以上はある。下山は瀬戸の滝に立ち寄り、しばし納涼。

５、夏合宿（８月４日（日）～９日（金））北アルプス（穂高連峰）
いよいよ夏合宿である。生徒２名、教員２名（プラス１名）合計５名で参加した。なにせ、５泊６日の日程である。計画から、準備から大変であった。
８月４日（日）新穂高キャンプ場泊。もの凄い雨の中、テントで寝る。先が心配であった。
８月５日（月）天候快晴。西穂高登頂。西穂山荘キャンプ場泊。そそり立つ屏風のような前穂高を見て足がすくむ。
８月６日（火）疲れピーク。西糸屋山荘で休憩。岳沢ヒュッテキャンプ場泊。石ころだらけのキャンプ場。
８月７日（水）重太郎新道を登って、奥穂高登頂。前穂は断念。岳沢ヒュッテキャンプ場泊。
８月８日（木）昼神温泉泊。各校のパーティーと合流。
８月９日（金）１９：００広島駅到着。
８月１０日（土）本校にてミーテング。

６、中国大会県予選（９月１４日（土）～１５日（日））吉和冠山
生徒３名。教員３名で参加した。もみの木森林公園で、天気図・知識・踏査に分かれて研修をする。二日目、吉和冠山を縦走。人数不足のため中国大会参加できず悔しい。川口先生、花房先生と鍋を囲む。無線も初めて使う。

７、オープンキャンパス（１０月１９日（土））
 特別活動棟を使ってクラインミングの練習を大勢の中学生に見てもらう。

８、地区新人登山大会（１１月１６日（土）～１７日（日））水分峡
 生徒３名、教員２名で参加。初日、踏査の講習。生徒はかなり読図の力がついているようだ。二日目、岩屋観音上の岩場で自然石を使ったクライミング。生徒は楽々と登る。夏休みに県立体育館でもクライミングの練習をしているのでかなりの技術を習得している。

９、新年登山（　１月１２日（日））宮島弥山
 当初冬休み中の１月５日（日）実施の予定であったが、雪のため急遽延期とした。生徒３名（プラス１名）教員２名（プラス４名）合計１０名で実施。天候快晴。さらに大勢の観光客。インタビュウーもされる。多宝塔コースで登る。駒ケ林で一休み。それから目的地奥の院を目指す。着くと何と静かな所か。あなご飯を頬張って帰ろうとすると、急遽小池先生の携帯にメールが入る。見ると、旦那さんと娘さんが弥山にいるとのこと。急遽弥山に変更し、ご家族と合流し、紅葉谷コースを通って下山する。帰りに、紅葉饅頭を一口頬張って帰る。

10、県新人登山大会（１月２５日（土）～２６日（日））竜王山
進研模試が重なって今回は不参加とした。

（隅広　巌）

基町高校山岳部

基町高校創立５５周年、その歴史とともに山岳部がある。山岳に詳しく熱心な先生方の指導により、競技力向上をめざし日々活動していた。ＯＢの残した優秀な実績は、基町の伝統であり、クラブの誇りとして現在に至る。
１年間の活動については、年度当初の活動計画に沿って実践している。
＊地区大会・県大会など競技大会出場
＊合宿（高体連アルプス合同合宿　・夏合宿　・春合宿）
＊日常の活動（トレーニング・日帰り登山）
部員数が不安定なためクラブの活気にも影響がある。しかし、毎年合宿を終えた生徒たちは、自然の雄大さと厳しさを仲間と経験することが、部員間の距離を縮め活動力に繋がっている。広島城の周りや太田川の河川敷でトレーニングをしながら、次はいつ？どこの山？と登山とは言えないような山行も楽しみにしながら活動できるようになる。また、競技大会への出場も渋々参加するが、他校の生徒との交流や情報を得ることが活力となり競技力の向上、すなわち、登山の知識を学ぼうとする姿勢が伺えるようにもなる。こうして、あっという間に一年が過ぎてゆく。
毎年０からのスタートは、山岳部の活動を先輩から後輩へリレーしにくい状況にあり、競技力の向上に意識を向けることも難しい。競技力高めることは、安全に登山する知識やマナーを身につけ、仲間との達成感を経験する上で欠かせないものである。本校の部員も少しずつではあるが、競技力向上を意識しはじめた。仲間と同じ目標に向かって努力する難しさや喜びを経験させたい。
平成１１年、新校舎に移転した頃からハード面だけでなくソフト面も変化してきた。クラブと学業の両立が時間的に窮屈になり、クラブ加入率が減少してきたのである。もともと生徒の意識に存在しない山岳部への影響も多大な物となった。私が育休の間に部員は０人となり、クラブの存続危機におちいっていた。現在も部員数が少なく、学年によっては０人なので存続が心配である。生徒に呼びかけ、登山に興味のある生徒を発掘し、ＯＢの伝統を守り続けたいと願っている。年々、クラブ活動が困難になっているが、活動内容や時間を工夫し、充実した活動を実践していきたいと考えている。
（長船　深雪）

ノートルダム清心高校山岳部
　女子だけ、ということで熊よけの呼び子、笛の類はいっさいいらないといった毎回賑やかな山行ができる清心山岳部です。
　基本的には中等部の山岳部から持ち上がってくる生徒がほとんどでありますが、なかには高等部からの（血迷った？）入部者もおり、現在高等部在籍者は高３・４名，高２・４名，高１・７名となっております。
　活動は高校生の場合、高体連主管の大会を中心に下見・合宿等をおこなっております。実は現高等部参与（男２名）が山岳未経験者（学生時は水泳部と籠球部）ということもあり、参与の経験と技術を活かした山行！といったものは中等部の参与（女性１名・趣味：山行）に企画を全面的にお願いしている状況です。ということで、大会関係以外の山行は、中学生の山行に便乗して中学生の後ろをちょろちょろついていっております。（中等部在籍者は２６名！）
　まず、月に一回の定例登山と称して、広島市近郊の山を中心に登っております。しかしただ登る、というのでは中学生（もちろん高校生も・・・）は飽きるようなので色々オプションをつけております。（なんせ、中等部で機嫌を損ねると高等部での入部に影響があるもので・・・）
　オプションとしては、夏合宿での川遊び（魚取り）、安芸の小富士でのミカン狩り、宮島・大野周辺の山行の後の潮干狩り、クリスマス登山（あ！そうそう我が校はミッション系です）での山頂でのケーキ作り（今年は松笠山）、２月のスキー，そして毎回の山行での調理実習等々です（ちなみに中等部参与は家庭科）。
　最近では、オプションと山行のどちらがオプションなのやら、という声も聞こえてきておりますが、生徒たちは元気に文句を言いながら（黙ってはいません・・・）それでも山を楽しんでいるようです。
　どこが体育部だ！とお叱りを受けそうな活動内容ですが、しかし生徒の方はそれでもいろいろ学び成長しているようです。最近では高１などは、大会等で上級生や他校の生徒さんの姿をみて思うところがあったらしく、「天気図をみてくれ」「トレーニングはどうすれば・・・」などというようになりました（・・・ようやく、というべきかも知れませんが）。食べることとおしゃべりしか興味がないのかと思ってこの子たちもだんだん山女らしくなってきているようです。成長のないのは参与の方かもしれません。
　今後は、中学の段階から地図読みやクライミングなどの本格的（？）な山岳技術に触れさせることができればとも思っております。そのためにも参与が技術や知識を身につけ、経験を積むことが必要なのでしょうが、賑やかな山女たちとぼちぼち登りながら身につけていきたいと思っております。
（大平　哲也）

修道高校ワンダーフォーゲル班

　この10年ほどの間に、加盟校のなかで修道ほど大きく変わったところもないのではないだろうか。野呂山の県総体で初優勝したのが1991年。それまでは県大会５位が最高だった。初めてのインターハイは静岡・南アルプスで、成績はＡ隊８位と、初出場にしてはまずまずの成績を収めることができた。その翌年の宮崎インターハイは、２回目の出場でＡ隊優秀校（２位）を獲得。当時のリーダーは卒業後ひろしま国体でも活躍した森浩嗣朗で、彼のリーダーシップによるところが大きかった。そして1997年、京都インターハイでついに初の全国優勝。このときはＢ隊で高陽準優勝、Ｃ隊で広島学院優勝と、広島勢が上位を独占した。以降、2000年岐阜で２度目の全国優勝、2002年茨城で準優勝など、インターハイでの好成績を続けてきている。これにはやはり、広島学院という高い目標が身近にあったことが大きい。今後もお互いに力を磨きあえる存在でありたいと思う。

トレーニングとして重要な歩荷は、最初は黄金山で行っていたが、造成工事で山道がほとんどつぶれてしまったため、最近は矢野ニュータウン→絵下山頂のコースを使っている。
　本校の場合、併設中学があるということが高校生の活動にも様々な影響を及ぼす。中学生の頃から登山技術の習得が可能というメリットがある反面、特に中１にとってはメインザックをかついでの縦走形式の登山はなかなか難しい。そこで夏期合宿は、車で入れる所にテントを張り、中学生はメインザックを次の幕営地まで車で移動しサブ行動、という形で行ってきた。近年は次の５コースのローテーションで夏期合宿を実施している。いずれも、テント泊と宿泊の組み合わせでサブ行動が可能なコースばかりとなっている。
①石鎚山系：面河渓→愛大小屋前→弥山→土小屋→瓶ヶ森→常住→西の川
②霧島山系：えびの高原→大浪池→韓国岳→新燃岳→高千穂河原→高千穂峰→御池
③南アルプス：北沢峠→仙丈ヶ岳→北沢峠→甲斐駒ヶ岳→北沢峠
④九重山系：沢水→稲星越→中岳→久住山→三俣山→法華院温泉→大船山→長者原
⑤白山：市ノ瀬→白山禅定道→黒ボコ岩→室堂→御前峰→大汝峰→釈迦新道→市ノ瀬
以前は芸北・比婆や大山で夏期合宿を行ったこともあったが、これらの山域へは週末利用で十分行けるし暑いので、合宿地からはずした。合宿の際は必ず中高生混合の班を編制し、高校生が中学生を指導するようにしている。また、学校五日制の実施により週末幕営山行がやりやすくなったので、中学生の地区大会へのオープン参加や、比婆山国際スカイランへの参加などを通じて、テント生活の機会を増やすよう心がけている。
　創部以来の伝統行事として、「中国横断」がある。これこそ当班が「登山班」でなく「ワンゲル班」である唯一のよりどころともいえる。当初は夏休みに国道54号線を５～６日かけて松江まで歩くというものであったが、現在は春休みに浜田をスタートして、国道186・191号線を約110km、本校を最終目標として24時間以内で歩く。これがなかなか生徒の挑戦意欲をかきたてるようで、他の班からの参加希望者もあり、可能な限り受け入れている。朝、浜田をスタートすると、加計あたりで日没となり、以降の太田川沿いは眠気と足の痛みと寒さとの闘いになる。見事完歩して母校の校門が見えたときは感動モノである。
　創部以来の参与向井先生、それを引き継がれた市田・横洲両先生のあと、藤田・清原の同級生コンビが中心になってこの班を指導してきたが、1996年に新たに参与に迎えた内藤先生がクライミングにハマり、これにボーイスカウト経験者の管野先生を加え、現在参与４人。生徒たちが、事故のないよう安全に、山の楽しさ・厳しさを経験し、かけがえのない思い出をつくるため、できるだけの機会を提供してやりたいと思っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（清原　真琴）
広島大学附属高校山岳班
　顧問は内海良一、土本勝彦の２名。部員は高Ⅱのみ、男子のみの１０名が現在の構成である。部員がいる学年といない学年が隔年で表れるという不思議な現象が、なぜか５年間も続いている。
　活動状況については、生徒会の記録誌に「部活便り」のコーナーがあるので、それを引用する。
「☆　山岳班
　　◆県総体広島市予選通過
　　◆県総体　３位
　山岳班は、春の県総体で３位という偉業を成しとげました。過去最高タイの記録です。ですが、２位以上ならインターハイなので部員は皆悔し涙を流す結果となってしまいました。その後の試合は体育祭等で出ていません。」
　本校の行事は、信じられないほど山岳部の試合と重なっている。
　中国大会県予選は体育祭と重なった。さらに、中国大会と修学旅行が重なってしまった。私は部員にこう言うしかなかった。「体育祭に出ずに予選に行こうか。本選には出られないけど。」彼らの返事はこうだった。「それなら体育祭に出る。」体育祭は全校挙げて長い準備期間をかけて行っている行事なので、その返事は必然だった。
　広島地区の新人戦は、研究大会と重なった。県の新人大会は、入試と重なった。ちなみに夏山は顧問の個人的な都合と重なった。（本校単独で４泊５日の白山登山を行った。）
　そんな状況下、生徒のモチベーションは下がり、練習に参加する生徒が一人また一人と減っていった。しかし、かろうじて４人ががんばっている。校内のランニング、ザックをかついでの階段登り、比治山までの往復をメインに、練習している。
　私は、彼らをえらいなあと思う。そして、来年度を楽しみにしている。なぜか。そう、来年度は隔年現象の当たり年だからである。
（土本　勝彦）

（８／１～５　白山登山の写真）


安芸高校登山部

平成14年度に転任してきた時には、部員0名の廃部候補であった。前年度の実績も皆無で前メイン顧問も人事交流で遠く東北地方へ転勤となっており、全くの０からの出発となった。

クラブ紹介を経て何とか男子1名、女子3名の入部を得て、再出発をしたのだが、部室を確保すること、道具を発見すること等、掃除や整理に明け暮れた出発であった。何とか県大会予選、県大会の出場を果たし、顧問が一安心して手を抜いている間に芋蔓式に女子が退部してしまい、「花に水をやらなければすぐに枯れてしまう」事を痛感した。

本校は登山部としてのロケーションには最高に恵まれており、校内敷地から直接高尾山へ登山が可能である。高尾山の素晴らしい眺望を得るのに30分もかからないという好環境を利用する為に、残った男子1名と鉈を持ち登山道の整備を行った。

夏休みは、本校→高尾山→水分峡を往復しながら、読図やクライミングをするというスタイルの合宿を生徒1名、顧問2名で行った。

その後男子が1名入部し、週末や放課後の登山等の活動が活発になり、「週に2回は高尾山に登ろう！」との合言葉で高尾山を登り、読図をし、紅茶を沸かして飲む、楽しい練習が続いた。

さてその高尾山は、ロッククライミングの入門としても最適な山である。怖い、面白い、様々な感想を持つが、登山部でできる貴重な体験を青春の1ページに残して欲しいと思っている。

平成15年には、更に男子２名が入部、1名退部し、現在2年生男子3名である。新たに入ってくる貴重な部員を枯らさないように、本校で登山の魅力を伝えたい。
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平成15年3月　高尾山でロッククライミング

（藤井　一郎）

安古市高校山岳部

【歴史】

本校は高体連登山部とほぼ同年の歴史を持つクラブである。かつては，インターハイにも出場していた時代もあったと聞く。

【現状】

　　平成15(2003)年度現在，男子11名（２年生5名，１年生6名）で活動している。既に引退した３年生を含めると男子15名女子2名総勢17名となる。

うち2名が国体強化選手に選ばれているが，本校の指導者の力が及ばず，残念ながら県の期待に応えきれていない。

【特徴】

今年度より設定した曜日別トレーニングメニューで紹介する。総じて登山とクライミングの両立を目指す。

○月水金：歩荷

本校は毘沙門台にあるため，裏山である権現山はとてもいい練習場となっている。やはり，山岳部は山を歩くことが最も大切だ。仁王門をスタートし毘沙門天本堂，多宝塔といった静寂な参道ルートを経由し，頂上397.1ｍの権現山まで歩荷する。登山ガイドには片道40minと案内されているが，生徒たちは15min程度で走破する。それでも，近年の大会では（特に全国に照準をおいた場合）圧倒的に力不足である。まずは，県内常勝校を目標に頑張って欲しい。競技登山の是非についてはいろいろな意見があるが，自然を愛し，自然を楽しみ，自然を知る為の心の余裕を持って欲しい。そのための体力や知識，技術や装備であることを忘れてはならない。自然の怖さを知ることも大切だと思う。山への畏敬とはよく言ったのものだ。
○火木：クライミング＆筋トレ

昨年，現在の2，3年生と昨年卒業した部員が自作したクライミングボード(6ｍ)とボルダリングボードでムーブの練習に励んでいる。現在の部員は「クライミングボードを見なかったら入部していなかっただろう」というくらい自作ボード（松島康浩先生設計）の功績は大きい。生徒たちはどちらかといえば，歩荷よりも楽しそうである。クライミングは，近年静かなブームとなっているが，広島でこそ「静か」だが，全国的には大きなムーブメントとなっている。本校では10mを越えてからが課題であるため，高いルートの練習が必要だと感じている。

　　○休日（＋平日）：自主

　　　　「グリーンアリーナ」や横川にオープンしたクライミングジム「ＣＥＲＯ」を中心に，各自で頑張っているようだ。勉強との両立を信じたい。

【山岳部の良さ】

「自然の厳しさ，楽しさ，美しさを知り，自然を慈しむ心が養えるとともに，命の尊さを学ぶことが出来る。」

「仲間と衣食住を共にすることで，より深い人間関係を築ける。」

（森棟　尚）

高陽高校登山部

　この原稿を執筆している2004年3月現在、高陽高校登山部はピンチに陥っている。部員がいないわけではない。むしろ2年生男子は大所帯とも言える（2年男子11人、女子4人、1年男子2人、女子3人）。しかしながら、2年生の多くの部員が「幽霊」になってしまっている（実動部員は2年男子4人、女子0人）。1学期中頃までは何人かの男子がクライミングの練習もよくしていたが、今はボードに取りつく者がほとんどおらず、せっかくの「福永ボード」も泣いている。インターハイに出場した2年生の女子2人も、ミニ国体選手としての練習もこなしながら、夏までは実によく頑張ったが、秋からはぱったりとクラブに顔を見せなくなった。残る部員で中国大会を何とかしのぎつつやってきてはいるが、さて来年はどうなることやら…。

　こうした状況の中で、いま高陽高校登山部は何をしているか。競技をする大会のない冬場の活動として、ここ3年間行っているのが、バックカントリースキーの体験である。冬休みの12月下旬に1泊ないし2泊で三瓶山合宿を行い、クロスカントリースキーの練習をしている。そして春休みにもやはり1泊ないし2泊で大山合宿を行い、積雪期の大山登頂と併せ、鏡ヶ成一帯をクロスカントリースキーで歩き回っている。しかし「歩く」だけでは物足りないのか、生徒はやはり「滑り」たいと思っている。そうするとクロスカントリースキーでは限界があるので、アルペンスキーの練習も取り入れることになる。冬合宿で併せて行ったり、2年生がスキー修学旅行から帰ってきたあとの2月にも行っている。しかし、スキー場のゲレンデの中にとどまっているのでは登山部としては不十分だ。バックカントリースキー（山スキー）の世界をぜひ体験させたい。

これまでも大佐山や深入山での山スキー体験を計画したことはあったが、あいにく天候に恵まれなかったり、またそれまでのスキー練習も十分ではなかった。そこで今年は、春合宿の場所を大山から氷ノ山に変えて実施しようと思っている。氷ノ山ならば初級者でも山頂から滑れるコースがあるからである。（3月下旬とはいえ、積雪期の大山登山は高校生には少し難しい、というのも理由の1つである。）今年は冬合宿と2月とで延べ3日間アルペンスキーの練習をした。スキーが初めての生徒もいたが、まずまず滑れるようになっている。（2年生はこの間さらに2日間の修学旅行スキー実習があった。）春合宿では、初日の午後にスキー場でもう一度練習をし、2日目に登山とスキー滑降の予定である。この春合宿が成功裏に終わることを願っている。

　☆過去３年間に行った、大会や合同合宿以外のクラブ独自の山行・アウトドア活動で、部員に好評であった（と思われる）ものをあげておく。

2001年8月　土師ダムでのカヌー体験。

12月　三瓶山でのスキー合宿（クロカン＆アルペン）。

2002年3月　大山登頂＆６合小屋から元谷に向けての痛快尻セード。

         6月　奥三段峡沢登り。（この時は、県総体で引退かと思われた3年生男子4人

も全員参加であった。）

         8月　宮島包ヶ浦での海水浴＆キャンプ・バーベキュー。（昼間登った弥山は辛

かったが。）

2002年3月　前年同様の大山合宿。

        12月　三瓶山合宿（クロカン＆琴引でのアルペン徹底練習）

  2004年2月　芸北国際スキー場での再練習

　この他、学校近くの白木山（国体記録会コース）にはよく登るし、二ヶ城山にも年に1～2回は登る。ただ、白木山は、トレーニングに使うことがもっぱらのためか、部員達の「嫌いな山」のトップにあげられたりしている。

（西部　伸也）

広島学院高校登山部

　学院創立と同時に登山部も創部され，まもなく５０年の歳月が経とうとしている。当初は，ワンダーフォーゲル運動発祥の地ドイツに生まれ，ヨーロッパ･アルピニズムの洗礼を受けた初代校長フーベルト･シュヴァイツエル神父が自ら先頭に立って登山部員を導いた。登山が若人の心身の教育にもってこいであることはご自身が知悉しておられた。校長は夏の林間学校を，とりわけその登山を重要視された。春も秋も遠足といえば登山であった。理由は明らか，目的ははっきりしていた。都会の生活がますます機械化され，不自然になり，ややもすれば非人間化していくときに，生命の泉である自然に戻り，反省しよう，再生しようという熱い思いのなせる業であり，そしてその思いの一つの大きな象徴が登山部である。
登山部員は日頃黙々とトレーニングに励み，体を鍛えている。体力があればあるほど山は親しく付き合ってくれる。なければ立ち入りを閉ざす。広島学院の裏山は歩荷訓練には絶好のゲレンデだ。西に向かえば鬼ケ城山から瀬戸の島々を左手に見ながら鈴ケ峯を経て，五日市に至る。東に行って大茶臼山に登り広島市内を一望する。呉娑々宇山もくっきり見える。左手眼下にビッグ･ウェーブと西風新都を見やりながら，丸山，火山を通って武田山に至る。木々草花は春夏秋冬装いを変える。
登山部員は山を研究する。気象，植物，動物，歴史等。知識を持てば持つほど山はその魅力を現してくれる。下界から離れ，空気の澄んだあの静けさの中で山の無限の魅力に出会った部員はもう病みつき。わが山の美しさに誇りを持ち，それを味わうことができる自分自身にも誇りを持つことになる。
　登山部員は技術を磨く。設営，読図，歩行，ロッククライミング，料理等。技術があればあるほど山はやさしく微笑んでくれる。登山部の活動は生命の危険を伴う。確実な技術を体得することは必須だ。インターハイでその技術を競い，より向上させることは実に有意義。これまで多くの部員が果敢に挑戦し，優秀な成績を収め，登山部全体の力の向上に貢献してきた。今後の部員も後に続くことだろう。スポーツ競技としての登山(インターハイ，国体，クライミング等)に青春のすべてをかけるその姿が凛凛しい。

２１世紀，自然環境の破壊はとどまるところを知らない。歯止めをかけるのは自然に対する畏敬の念，山に対する憧れの念を持つ者ではなかろうか。
日常生活においても，ともすれば子供たちは(大人たちも？)四六時中一人孤独にテレビの画面を見ているか，コンピューターの画面をにらんでいる。歯を食いしばって頑張って大きな目標を達成するとか，お互いがお互いを大切にし助け合って逆境に耐えるとか，仲間と喜怒哀楽を共有するといった経験が今の子供は少ない。◇△問題や○×症候群の原因はほとんどそのへんのところにあるのではなかろうか。治療法は大自然の中にある。特効薬は山にある。友と一緒に日の出を仰ぎ見よう。神々しいぞ。青空の下，友と一緒に登ろう。日没に沈黙しよう。心地よい疲労に生の充実を味わおう。わいわい言いながら同じ釜の飯を食おう。空腹こそ大ご馳走。満天の星の下で，友と語ろう。感動は分かち合うに限る。

名簿はないけれど，恐らくこれまでに５００人程の生徒が登山部を巣立って行った。大学，企業そして地域の登山サークルに属して活躍し，指導的役割を果たしているものも多い。これからも益々多くの生徒が広島学院登山部（Hiroshima Gakuin Alpine Club）に入り，山を知り，山を恋し尊敬し愛する心（＝アルピニズム）を学んでほしいと願っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（大庭　充）

安西高校ワンダーフォーゲル部

　安西高校全体をこの10年間振り返ってみれば、生徒総数が1200名前後からその半分の600名以下に減ったのに比例するかのようにクラブ活動全体が停滞してきた。

　ワンゲル部の関してはとくにこの傾向が著しく90年代初めの頃は部員の数も２桁を越え、高体連登山部のそれぞれの大会には常時出場し、中国大会に出場したこともあった。それに夏山合同合宿にも毎年参加し、多い時は男女併せて10名近くが参加した時もあった。しかし90年代後半にはいると部員の数も減ってきて大会に参加できるのも男子だけでしかも１チームがやっとという状況で、さらに2000年以降になるとチームさえ組むことができず、部員の数も１～２名ないしはいるのかいないのかわからないような（部員として名簿には登録されているが、たまにしか山に行かない）状況に陥り、まさに風前の灯火となっているのが現状である。

　ところでここ数年来の安西高校ワンゲル部の活動を少しばかり紹介してみると、他の学校と異なる点は少ない人数の中で県内の山にいろいろと連れて行っていることであろう。日頃トレーニングをほとんどやらずいきなり山ばかり連れて行くので周りからの評判はきわめてよくないが、山につれてゆくことがワンゲル部としての仕事だと思っている。

　そこでここ２，３年の間、生徒を連れて行った山をいくつか上げてみると吉和冠山、十方山、小室井山、灰郷スマモ、寂地山、高岳～聖岳、臥竜山、竜頭山そして県外では大山、蒜山三山、船通山、さらには積雪期や残雪期の山として深入山、比婆山、三平山などである。とくに最近ではワンゲル部以外の生徒にも声をかけて連れて行くケースも少なくないのである。

（寺田　正弘）

広陵高校山岳部

　広陵高校山岳部が高体連登山部に所属したのは、今から約１８年前のことである。当時の委員長でいらした種村先生の勧めにより、連絡校として初めて大会に参加させていただいたのは福山の山野峡・猿鳴峡での県総体だったと記憶している。

　数名の部員を引き連れてＣ隊で参加させていただいたのだが、顧問がずぶの素人で、それまでは屋内競技の世界で生きていたので歩き方も知らなければ、何を持って行けばいいのかわからない。地図も読めなければ、天気図も読めない、書けない（今でも）。料理なんてインスタントラーメンくらいの経験しかない。どう動けばいいの？山の大会ってなんなの？の世界であった。当然サブ行動などという知恵も持ち合わせるわけもなく、ただ無駄についた筋肉と体重を引きずって生徒と共にメインザックで歩いたのが運の尽き、流れる汗と息切れの中、それでも最後まで離れず歩けたのはやっぱり若かったのだろう。ゴールの小学校に着いたときの爽快感は強烈だった。

　翌年から加盟校として、広島県内のあらゆる所へ行かせてもらったが、山の大会に行けば行くほど、山の競技というのはすごいものだな、という思いを強くしていった。体力もさることながら、歴史、民俗、地質・動植物・天候などの自然に関する知識、読図力、生活能力、チームワークなどあらゆる能力が要求され、それが細かく細分化・得点化されて順位が定まる。こんな競技は他に類を見ない。これこそ文武両道。さらにロッククライミングに沢登りに雪山など、特殊な技術を必要とするものを垣間見れば、こりゃレンジャー部隊じゃ！なにより顧問の先生方が当たり前に生徒たちと同じこと（いや、それ以上の時もある）をするような競技は他に見られない。すごい世界に入ってしまった、という後悔が正直なところであった。それでも交歓会や山菜やキノコ、温泉などの美味しい部分には部員共々すぐに順応してしまったものだったが．．．。

部員は最多の時で２０名以上いたこともあったが、予算の上でも装備の上でも不足した。が、物心共に足りないくらいの時が尤も楽しかった気もする。初心者が初心者を引率してきながらこれまで大きな事故もなかったのも幸運であった。せっかくだからと石鎚へ登ったり、夏合宿に参加させて頂いたり、山だけにこだわらずサイクリングや海水浴に行ったり、大会の下見での温泉やディキャンプなど、大会に執着せず出て行く機会を捉えて美味しいところだけ啜りながら、結構楽しくやらせていただいてきた。それは部員数の少なくなった（これには訳があって、部員の大半が２年次から進学学級に行ってしまい（伝統的に）、早期に部員が減少、活動が沈滞化するのである）今でも伝統的？に続いている。唯一８８年か８９年の山口県秋芳洞での中国大会に出させていただいたときのチーム、思えばあの時が一番ハードな練習をしたのではなかったろうか。

さて現在は、部員はわずかに２年生が４名（時々５名）である。共学になったにもかかわらず女子の入部はまだない。古い書簡をひもとけば、かつては国体少男選手として１名ほど本校の名前も見られるが、今は山の「楽しさ」を追求し、平均月１のペースでどこかに出かけている。広陵なりの歩みのペースであるが、人生も山道も歩くのは自分である。歩く気がなくなったり歩けなくなる方が怖いのであって、最低限の共通体力さえ有れば無理に他人に合わす必要もないと考えている。そして彼らにとって高校生活の良き思い出の中に残ることを願っている。少ない人数ではあっても、これからも高校登山の魅力に引っ張り込みながら厳しさと楽しさの中から本人なりに何かを掴んでいってもらいたいと思っている。

（能勢　欽也）

高陽東高校登山部

　高陽東高校登山部は、私が赴任した２０００年には以前の顧問が転勤され部員もその春にすべて卒業していたため、生徒０名からのスタートとなりました。以前は部員が科学部と兼部していたのでグランドに部室があるもののなぜか化学教室の後ろの棚に装備品が収納してあり、現在も引き続き化学教室を部室としています。

　幸運なことに（希望者がいなかったため）登山部の顧問にはなれたので部員集めをスタートしましたが､地区総体直前まで入部希望者は現れず大会２日前に生徒会長と副会長、代議委員長、応援団の男子を焼肉で釣って何とか３年生２人２年生３人の部員を確保しました。翌２００１年に初めて鉱物の好きな男子が１名、正式な登山部員として入部し、大邸の交流登山にも参加しました。その後の大会は何とか陸上部の生徒を借りて大会に出場してきました。今年度（２００３）は３年生が３名入部し（自分のクラスの生徒）､県総体には初めて部員４名でＢ隊に出場することができ第５位の成績を収めました。しかし１，２年生がまったくいない状態でした。夏の韓国高校生交流登山で現生徒会長と３年生の旧生徒会会計、応援団スタッフの３名の女子が参加してくれ､結果として部員は２年生の生徒会長１名（メインはソフトテニス部）という状況です。

　２００３年度の顧問は音楽の村川と英語の清水の２名で、清水先生はオリエンテーリングをされており走力、読図はバッチリです。主に天気図、装備、設営、炊事が村川、トレーニング、読図が清水という分担で練習をしていました。トレーニングコースは学校から広島市高陽浄水場の南南西にある「二ヶ城山」へのコースで、男子部員の好きな場所は「男天狗岩」と呼ばれる場所です。来年度は、なんとしてでも１、2年生の新入部員を勧誘し部員数を確保したいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村川　茂樹）
廿日市西高校ワンダーフォーゲル部

　この十年間の足跡を振り返ってみたい。武内先生のもと、新たに桃谷、水野両先生が加わりスタートした９１年は、県高校総体女子団体３位、中国大会県予選男子団体３位、中国高校登山大会出場というすばらしい経験をした記念すべき年になった。また、高体連夏山合同合宿（北アルプス）にも参加をし、山を通して他校との仲間の輪が広がり、情報交換ができ山の楽しみも増えた。
　９２年は、９１年の経験と一年生のひたむきさ、頑張りにより中国大会、男女そろっての出場を勝ち取った年でもあった。９３年は、磯村先生を迎え、さらなる飛躍を望んだが、不本意な結果に終わり、山への取り組みの甘さが露呈した年でもあった。香口先生を迎えた９４年は、部員の減少がありながら、昨年の悔しさをバネに、再度中国高校登山大会の出場を果たした。
　９５年は、部員の減少に危機感を持つなか、６月の県総体までは、男子1チーム、女子1チームで、団体戦に出場ができた。しかし、それ以降人数と準備の関係で審査隊としての出場が困難となったのは残念であった。９６年、部として発足　１０年目、小野先生を迎えた。これまで行ってきた天気図、読図などの経験をさらに積み、また、日頃からの近隣でのトレーニングと夏山合宿に参加した事などが実を結び、山口県の錦町にある寂地峡で行われた中国大会に最少人数で女子が出場を果たした。９７年、部員の減少でメンバー不足となり団体戦には参加できないため、充実したクラブ活動、山に登ってよかったと思える活動にするべく、春には例年どおりの恐羅漢山へ、夏には比婆山、臥竜山と登った。
　合同合宿にも参加をし、北アルプス穂高連峰への登山にチレンジした。９８年、８年間指導してくださった武内先生の転勤にともない、菅田先生を迎える。団体選には出場できないがマロンウォールで岩登りにも挑戦したり、冬には竜王の新雪の上を歩く冬山登山を経験したりした。９９年、桃谷先生の転勤により、小野、菅田先生の２名体制となった。残念ながらこの一年も、団体戦には出場できなかった。２０００年は、昨年までの少人数のクラブから、一転して部員数が、女子１０名、男子２名に増加した。部員の増加を喜ぶ一方、１年生部員の基礎的技術の習得、体力作りに時間が費やされ、大会には出場したが、成績を残すに至っていない。今後は、各大会の出場を果たし上位入賞を目指したい。　０２年・０３年は部員数も増加し、大会に参加することができた。
　近年、山岳競技は高校生にとって不人気な競技となってきたのは事実である。広範囲な知識と能力とを求められ、また自然を相手にすることから、困難がともない、また目的意識、高い技量を求められるため、高校生は敬遠しがちな競技である。しかし、山岳と自然への関心は高まってきており、今後はそれを梃子に、部の発展を目指してゆきたい。
（北林　秀樹）

安芸府中高校ワンダーフォーゲル部

１．はじめに

　安芸府中高校ワンダーフォーゲル部は１９９２年度に部として正式に高体連に加盟した，高体連登山部の中では比較的若い方に属するクラブである。宅地造成ラッシュの時代に作られた高校だけあって，瀬戸ハイムという団地内にあり，ほとんどの生徒は学校までの長い上り坂を，真夏の時期はそれこそ汗だくになって登校してくる。近くには茶臼山，ちょっと足をのばせば呉娑々宇山とワンゲル部の練習には事欠かない，恵まれた環境にあり，ここ数年は何とか部員が途切れることはなく，高体連の大会にも参加することができている。

２．校内活動

　安芸府ワンゲルの校内活動で特徴的のものは，文化祭や体験入学時における展示活動であろう。これはもともと顧問の考えで行ったことではなく，数年前の部員の発案から始まったものである。山行の写真はもちろん，テントや装備を並べたり，マネキンに冬山装備をつけて展示したりと，あの手この手で興味を引いてもらえるように工夫している。文化祭の時は説明役で部員が常駐している。ただ興味を持ってもらえるのは，もっぱら保護者や一般のお客さんであり，中学生等にうけているかは不明である。

３．府中町サマーキャンプへの参加

　安芸府ワンゲルの恒例行事としてすっかり定着したものに，毎年夏休みの始めに行う「府中町青少年リーダー育成サマーキャンプ」への参加がある。地域と密着した活動で，本校ワンゲル部員と生徒会のメンバーが主体となって活躍する場なので，この紹介に紙面を割きたい。

　このサマーキャンプは府中町の小学生４年生～中学生（小学生が中心）を対象に参加者を募り，みくまり峡で一泊二日のキャンプを体験するというものである。テントの設営，炊事，キャンプファイヤー，登山と基本的にはすべて小学生主体で行動させ，将来の青少年リーダーを育成しようというのが目的である。ただ小学生主体でといっても補助・指導する立場の人間（リーダー）は当然必要である。この催し発足当時は，府中町青少年育成協議会のメンバーがそのリーダーを務めていたが，５年ほど前から本校のワンゲル・生徒会の生徒にリーダーをという依頼があり現在に至っている。

小学生は６～８人でグループとなる。本校生徒は高校生リーダーとし該当グループの小学生を指導する立場になる。普段とは逆の立場になるわけだが，ここから悪戦苦闘が始まる。設営・炊事指導から班旗の作成，スタンツの練習，就寝指導に翌日は登山と，まさに息つく暇がない。けがをしたり，体調を崩したり，言うことを聞かない子供や，グループ内の男女間で不和があったり，グループのメンバーが行方不明になったりと思ってもいなかった事態が次々と高校生リーダーに襲いかかる。まさに疲労困憊となるのだが，閉村式後保護者に子供を引き渡すときにはそれぞれに感謝の言葉を贈られ，報われた充実した気持ちになるのである。最後は青少年育成協議会主催の焼き肉パーティで締めである。

小学生を成長させるのが本来の目的のキャンプであるが，実のところ成長しているのは高校生の方ではないかと思える面が多々ある。学校ではみられない高校生の一面をうかがうことができる。

（山本　正博）

佐伯高校陸上登山部

　1996年の「ひろしま国体」山岳競技の会場地の一つであった佐伯町（現在は廿日市市と合併）の小さな学校である佐伯高校に、かつて陸上登山部が存在し、登山活動が行なわれた。1993年4月、それまで広島皆実高校山岳部の顧問であった田中勲教諭が佐伯高校に赴任したのがきっかけである。1995年4月には、安西高校ワンゲル部・宮島工業高校登山部で顧問を務めていた西部が加わり、西部が高陽高校へと転出した2001年3月まで登山活動が続けられた。以下、主な活動・出来事を記しておく。

　1993年度　１年生女子中川昌美が国体記録会に参加。

1994年度　中川が国体強化選手に指定される。

　
　高体連５大会に生徒が参加。

　1995年度　高体連３大会に生徒が参加。

（1996年度、顧問は国体広島県選抜チームの強化に忙しく、自校のクラブを省みる余裕がなかった。1997年度も登山活動を再開するには至っていない。）

　1998年度　高体連５大会に生徒が参加。（中国大会県予選は、佐伯高校として初めての

審査パーティーでの出場（選手：2年泉、1年岩田、尾崎、高橋）。また、冬

の新人大会に初参加。）

夏山合同合宿（南アルプス）に泉が参加。

　1999年度　県総体に審査パーティーで出場（選手：泉、岩田、尾崎、2年橋詰）。

夏山合同合宿（剣岳一帯）に前年同様、泉が参加。

12月　もみのき森林公園にてクロスカントリースキーの練習

1～2月　深入山・冠山・吾妻山にて雪山登山＆山スキー

3月　大山鏡ヶ成にて合宿（クロカンスキー＆山スキー＆ゲレンデスキー）

　2000年度　8月　3年岩田・片山が夏山合同合宿（穂高連峰）に参加。

リーダー研修会・日韓交流に片山が参加し、日本側生徒代表として歓迎の挨拶を述べる。

　　　　　　9月　中国大会県予選（選手：岩田、片山、尾崎、3年西山）で修道、広島学院に次いで第3位に入る。（校長不許可の大会出場であったため、中国大会出場は断念。）

　　　　　 10月　岩田知真が広島県少年男子の選手として富山国体に出場。（あと一歩で入賞に届かず。）

　　　　　 11月　佐伯高校文化祭にて陸上登山部として展示発表。内容は、

佐伯高校登山部の歩み（顧問・部員一覧、山行一覧を含む）

登山大会・山岳競技の解説（佐伯高校登山部の大会成績・とやま国体成績報告を含む）

佐伯町登山ガイド

バックカントリースキー＆スノーボードの紹介

佐伯町登山ガイドでは、佐伯町全域の25,000分の１地図に標高別に色塗りし、主だった山の写真を添えて展示。普通のガイドブックには紹介されていない山（地域）を特に文章でも紹介：

１．佐伯町の最高峰になる青笹山（虫所山の北、吉和村との境近くにある1071ｍ峰）

２．町内の西方に堂々と横たわる横山（908ｍ）

３．県天然記念物に指定されている渡ノ瀬近くのベニマンサク群落

登山部の歩みに関連して、これまでの山行中に撮った写真を模造紙２枚分に展示。大会・競技との関連では、実際に使用する重量のザックを用意。

 1月　三瓶山にて合宿（クロスカントリースキー他）

　　　　　　 3月　旧津和野街道の踏破を計画するが、実行には至らず。

（国土地理院の旧版地図や島根県教委発行の資料を取り寄せてルートを調べたり、もう一人の顧問である秋山先生の五日市高校ワンゲル部顧問時代の体験談を聞いたりしていたのだが。）

（西部　伸也）

賀茂高校登山部

  賀茂高校の登山部は、2000年の春に「アウトドア同好会」としてスタート、翌年よりクラブに昇格した、まだ歴史の浅いクラブです。そんなわが校登山部のいろいろを紹介させていただききます。
フィールド
西条というところは、盆地の中に低い山が点在するだけで、悲しいことに、登山意欲をそそる山があまりありません。
龍王山…学校から一番近いのはこの山です。放課後練習（わが校は定時制と共用のため、下校時刻が早い）でも、走れば頂上まで往復できます。眺めはよいです。四国まで見えます。中腹に｢憩いの森｣という公園があります(というより、山そのものが公園です)。麓からの高度差は300m余りしかありませんが、タイムレースの練習は、この山でやっています。
曽場ヶ城山…八本松にあります。秋は松茸が出るので登山禁止になります。下山したところに名水があって、それがおいしいのが魅力ですが、いつもたくさんのポリタンクを積んで車で汲みに来ている人が多く、なかなか飲ませてもらえません。眺めがよいわけでもなく、もっぱら読図練習のために行っています。
鏡山…こんなのは、山とは呼べません。放課後練習で行くことがあります。城跡です。
虚空蔵山…車を利用すれば、放課後でも登ってくることができます。小さい山ですが、そこそこの傾斜があるので、歩行技術の練習などに向いています。
白鳥山…高屋にあります。賀茂高校の校歌の一番に出てくる山です。「EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(こんごう),金剛)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ふえ),不壊)にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(そび),聳)えたる」という歌詞なのですが、それほど大した山ではありません。頂上近くには神社があります。南側の谷にちょっとした湿原があって、独特の植物がみられるが魅力でしょうか。
練習
ランニング主体ですが、広島のように歩道のついた大きな道路があまりなく、川沿いの遊歩道みたいなものもないので、コースは限られます。男子が毎週必ず入れるようにしているのは、龍王山往復コースと、ブールバールを経由して広大までの往復ルートです。
賀茂高ならではの行事
釣りキャンプ…瀬戸田サンセットビーチに出かけています。魚釣りのほか、観音山登山、島内一周サイクリング、多々良大橋を渡って愛媛県側までのジョギング、海水浴、とメニューも盛りだくさんです。瀬戸田といえば、塩のソフトクリームは絶品です。ぜひ一度食べてみてください。
スキー教室…冬休みに入って12月中に八幡高原191スキー場（人工雪があるから必ず滑れて、なおかつ安い）に出かけます。
サバイバルキャンプ…春休みの行事。火起こし、たき火、竹を切った筒でのご飯炊き、焼け石でのパン作り、食器も手作り、とにかくいろんなことにチャレンジします。
計画中の行事
海田湾からのロングトレイル…海田から岩滝山、呉娑々宇山、藤ヶ丸山、長者山を経て志和に下り、あとは道路を歩いて学校まで（または八本松まで）一日で歩ききろう、というものです。春休みの恒例行事の一つに加えるよう、計画中です。
　このほかにもいろいろとユニークなメニューを発掘するつもりです。他校と合同の行事も組んで、活動の輪を広げられたら、もっといいのではないかと思っています。

（福永　輝彦）

廿日市高校登山部

廿日市高校の登山部は平成１１（２００１）年４月に登山同好会を立ち上げ、平成１３（２００３）年４月、部に昇格したばかりでまだ歴史の浅いクラブです。
顧問は地理の表先生（ウド採りの名人・きのこ愛好家）と芸術（書道）の懸川先生の２人が担当しています。
部員は男子が１年生４名、女子１名、２年生２名、女子１名が所属しています。女子はマネージャーで主に会計を担当しています。早く女子で編制できればと願っています。
日頃の練習はランニング、階段ボッカを中心に行っています。大会前になるとバタバタと各々担当の準備をしはじめる次第で、まだ形にはなっていないのが現状です。
年間活動
４月　　クラブ紹介（部員勧誘）
　　　　新入部員歓迎登山（極楽寺山など）
５月　　広島地区大会
６月　　県総体
８月　　北アルプス合宿（青春18切符で）
９月　　中国大会県予選
10月　 クライミング講習会
11月　 中国大会（予選を通過した場合）　
１月　　県新人大会
２月　　卒業生追い出し登山
３月　　踏査技術講習会
　　　　　　
〈廿日市高校から近い山〉
極楽寺山（６９３㍍）広島市佐伯区と廿日市市の北方に横たわる山である。山頂付近には高野山真言宗極楽寺の本堂、奥の院、阿弥陀堂などがある。「憩の森」にはキャンプ場・ピクニック広場がある。春はワラビが採れる。蛇の池には６月中旬から７月スイレンの花が咲き美しい。

海田高校登山同好会

２００２年７月に４名で登山同好会を立ち上げ、現在３年生１名，２年生４名，１年生４名で活動しています。今年は女子部員が１年生に２名加わり活動しています。活動内容は月１回の登山，各種大会への参加，冬のスキーなどを実施しています。とくに冬のスキーは部員に大変好評で，これからも続けていきたいと思います。各種大会へは出来る限り参加してきましたが，冬山大会はまだ参加できていません。装備がないので現在のところ無理で来年度以降の課題です。課題といえば，顧問が一人しかいないということ，同好会でクラブ予算がないので資金的に苦しいので早くクラブに昇格させることです。（一応規則的には３年間の活動実績がクラブ昇格の条件になっています）テントその他の装備がないので，当分の間他の学校から借りながら活動を続けていかないといけません，ご迷惑をかけると思いますが，協力してください。

（林　善久）

呉工業高校山岳部

　現在部員数は３年生が７人、１年生が９人の合計１６人。３年生引退後は１年生だけで活動をしています。顧問も、趣味で山歩きをしたことがある程度の１年目・２年目の素人同然ですので、子どもたちと一緒に一から勉強しています。
　今年度に入ってからは、「毎月ひと山」を目標にあちこちに出かけています。
　４月　野呂山
　５月　烏帽子岩山（県総体下見）
　６月　絵下山
　７月　天狗城山
　８月　南アルプス高体連夏合宿参加
　　　　灰ヶ峰
　　　　櫛山・熊城山（中国大会県予選会下見）
　９月　櫛山・熊城山（中国大会県予選）
１０月　十方山
１１月　天狗岩（呉地区新人大会）
１２月　小田山（黒瀬町）　　
　１月　竜王山（県新人大会）
　２月　火山（倉橋島）
　３月　灰ヶ峰呉工裏山からの登山道整備
　天気図や読図など、苦手な分野が多いのですが、顧問は指導のために毎日天気図を書き、ずいぶん上達したように思えます。かつては本校裏手の山の尾根を灰ヶ峰に登る登山道があったようですが、現在はほとんど使われておらず、３月・４月には鎌や鉈を持ってもう一度登山道を復活させることを計画しています。
　日常のトレーニングは、学校近くの大空山へランニングをする程度で、なかなか計画的に活動することができていませんが、「楽しい山歩き」を目標に楽しくやっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（守本　秀樹）

呉三津田高校山岳部

　平成１１年に松永先生から男子３名女子４名で松本先生がメインで部を引き継いだ。しかし二人とも競技登山は未知の世界で、全くの手探り状態で生徒に頼らなければならないところも多かった。その年は松本先生の人柄にひかれ１年生が１１名入った。全員の大会参加とはならなかったが、前年度まで顧問だった松永先生の助けもあり、２年生男子２名をつれて夏山合同合宿（北アルプス）に参加した。
　しかし、その後新入部員は平成１２年に１年生２名、平成１３年１年生１名、平成１４年１年生１名というように、かろうじて部員が入る程度であった。今年度は当初、３年生１名、２年生１名でのスタートでクラブ登録会においては、１年生の入部は皆無であった。そのような中で地区総体前に２年生男子が１名入り、そこから輪が広がって県総体前に同じく男子が３名入り、夏休み前に女子３名と男子１名が入った。更には中国大会予選前に女子が１名入り、計男子６名、女子４名のクラブとなった。女子隊は３年ぶりの復活である。
　普段の活動は生徒の自主性に任せているが、大会の１～２週間前には集まり装備点検や、大会に向けての準備を行っている。今年は生徒からの要望もあり、６月に深入山日帰り登山、夏休みに三瓶山で夏合宿を行った。大会だけでなく、のんびり山登りをしたいという生徒もおり、三瓶山では山行中にあいにくの雨となりコースを短縮したが、生徒にとっては良い思い出になったのではないだろうか。
　また中国大会予選では、７位で中国大会に出場することになった。女子は初めてＥ隊で出場し２位で、男女とも大健闘した。
  現在は部員数が増え活気を取り戻したが、年度当初２名でのスタートだったため、部費の大幅な削減を余儀なくされた。その後部員が急激に増えたので、装備をどうするか予算面で頭を悩ませているところである。うれしい悩みではあるが、現実には２年生のみのため、後継者が育たず、来年度以降の活動に不安を覚える。
　しかし何はともあれ、現在在籍中の部員には山での楽しさを味わってもらいたい。
                               　　　　                         （銭谷　朋子）
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庄原格致高校山岳部

　過去には，広島県内のみならず，インターハイや国体にも多くの選手を送り出した格致高校山岳部だが，ここ数年は毎年部員不足に悩まされている。

　現顧問の私（丸川）が，格致高校に赴任したのが1999年4月のことである。競技登山の経験はまったくなかったが，学生時代に研究室の行事で白馬に登って以来，山の魅力に取り付かれていた私は，自分から山岳部の顧問を希望したのだった。格致高校の山岳部はかなりの実力を持っている歴史と伝統があるクラブであると聞いていたので，クラブ指導にはかなりの期待と不安を抱いていたことを覚えている。ところが，である。実際に初めて格致高校に来た日，ある体育の先生から聞かされた一言，「山岳部は今部員おらんよ」。これは相当なショックであった。

　その日から山岳部顧問としての仕事は部員をスカウトして集めることとなる。しかし，結局1999年度は1年を通して部員が入らず，休部状態となった。

2000年度に入り4月新入生は入部しなかったが，5月になって他のクラブを引退した3年生を口説き落として地区総体と県総体に出場することができた。しかし，3年生はそれ以降の大会に出場することはなかった。3学期になり，私が担任するクラスの生徒を（半ば強制的に）入部させ，待望の1年生部員3名が誕生した。

2001年度，なんと２年生が２名，１年生５名の新入部員が加わり，部員数が10名（うち女子1名）となった。これで格致高校として３年ぶりにA隊として，大会に出場することができた。ちょうどこの年，中国大会が地元の比婆山で行われ，予選を通過して本選に出場することができた。

2002年度，前年度の勢いを持続しさらに飛躍する年にしたかったのだが，新入部員もなく逆に７人が退部してしまう。再び危機である。しかし，5月にはなんとか2年生の新入部員が2名入り，A隊での大会出場は維持することができた。

2003年度，1年生が2名入部してきた。県総体で3年生が引退し，1年生も1人退部したため，現在は1年生1名だけで活動している。しかし，1人だけで十分な練習ができるはずもなく停滞気味である。やはり，ある程度の部員がいなければクラブとして成り立たない。早急に新入部員をスカウトする必要がある。

過去5年間の格致高校山岳部の歴史を振り返ってみたが，全般的に満足できる活動はできていない。地理的にはこの上なく好条件であるのに，山に登ろうという生徒はほとんどいない。豊かな自然の中で生活しながら，その魅力に気づく生徒が少ないことは残念なことである。学校行事としても，以前は「ふれあい体験学習」で全生徒が比婆山登山を経験していたのだが，行事の精選によりその機会も奪われてしまった。競技登山に限らず，生徒が山の楽しみを知る機会は小中学校でも減ってきているようだ。

また，全県的な課題でもあるが，高体連登山部加盟校の減少は三次地区でも大きな問題である。現在，三次地区で活動しているのは格致高校だけで，地区大会も大会とは名ばかりである。生徒も指導者も実力を高める機会が極端に少なく悩ましい。

先行き不安だらけの格致高校と三次地区である。ともあれ，できるだけ多くの生徒に，山の楽しさを味わってもらいたい。そして，自然を愛しいつくしむ心を伝えて生きたいものである。

（丸川　晋一）

福山誠之館高校ワンダーフォーゲル部

　誠之館高校のワンダーフォーゲル部は昭和45年に創設された歴史のあるクラブです。最盛期には30名も部員がいたそうですが、現在は11名まで減少してしまいました。他の部活とのかけもちの生徒が大半を占めるため、平常時の活動はありません。少しずつ活動を充実させていきたいと思っています。

平成15年度は夏合宿で大山登山に挑戦しましたが、激しい嵐に見舞われキャンプ場で引き返すことになり残念な思いをしました。また冬には県新人大会で竜王山を目指しましたが、インフルエンザ大流行のためこれも参加中止となり満足のいく活動を行うことができませんでした。今後、他校との合同行事も含めて活動を活発化させていきたいと思っています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（片山　壮希）

福山明王台高校ワンダーフォーゲル同好会

　福山明王台高校ワンダーフォーゲル同好会は、２０００年秋に男子生徒４人と顧問の福島が比婆・県民の森へ登山に行ったことが発端となり活動を始めた。翌年の備後地区の新人登山大会（比婆竜王山）にも、未加盟ながら参加させてもらい、登山の楽しさを味わった。このような活動が認められ、２００１年３月に生徒会から同好会として認められた。「５名以上の会員」というのが同好会設立の要件としてあったため、生徒会執行部の生徒に「名前だけでいいから会員になってくれ」と頼んで数をそろえた。会結成に当たって、原則として毎月１回は山行することとし、日頃は週に２回程度ランニング等のトレーニングを行うことにした。

２００１年度より高体連登山部に加盟。大会へも参加したかったが、装備の不足などもあり自重した。この春には、女子会員も二人入って、４月末に三瓶山、夏には、四国の西明石山、平家平へ遠征した。もちろん、麓にテントを張ったり、バンガローを借りたりして、サブ行動のみの山行だった。ただ女子生徒の一人が高度に弱く、２０００ｍ足らずのこれらの山でも頭痛を訴え、結局二人ともこのあと山に来なくなってしまい残念だった。

２００２年春には、男子会員が５名そろい、県大会出場への意欲も出てきた。会場が備後地区ということもあり、準備不足もいとわず、Ａ隊で出場したが、付け焼き刃は否めず、最下位。というより、メンバーの一人が熱中症になり病院に運ばれる事態となって、皆様に迷惑をかけた。県総体終了後は、会の設立メンバーが引退し、会員２人となったが、夏休みには白山へ遠征した。数が少ないということは寂しいことではあるが、小回りがきいて活動はしやすい。このときも車１台に４人が乗って余裕で出かけることができた。広島県の東端に位置する福山市は、県内の山には遠いが、四国や東の山へ出かける時は、広島市内より車で１時間短くてすみ、有利といえる。

２００３年になると、誠之館高校の顧問の異動に伴い、地区の事務局が本校にまわってきた。地区大会を三原の竜王山、大峰山で行うことにしたが、それまで長く備後地区で活動してきた尾道東高校が廃部になり、誠之館高校も部員が集まらないということで結局本校だけの大会になってしまい寂しい限りだった。夏は県の合同合宿への参加も考えたが、日程が本校の行事と重なり、独自で白馬への遠征を行った。今年は梅雨明けが遅れ、７月末はまだ天候が不順だった。それでも白馬大雪渓は多くの人でにぎわい、そのスケールの大きさに感激した。白馬三山を縦走して鑓温泉から下山する日になってようやく天候が回復し、雲海や嶺みねを眺めることができ、一日ずれていればと惜しみながら下山した。

以上のように、できたばかりの同好会だが、積極的に活動をつづけている。ただ、地区の他校で部員が集まらないという現状は、当然本校にもあてはまり、現在一年の会員がいない。会員を多数集めて部への昇格をもくろんでいたが、それどころか、早くも消えて無くなりそうな危機感がある。会員集めの妙案は何かないものか。

（福島　信夫）
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